
最近、ベトナム国内では、多くのガソリンスタンドでガソリン不足に見舞われています。中で

も、ベトナム南部のガソリン不足は深刻で、ホーチミン市およびその周辺都市では、ガソリンの

在庫不足を理由に、ガソリンスタンドでの「給油待ち行列」が常態化しつつあります。
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ベトナム現地情報
～ガソリン不足が市民生活に深刻な影響を与える～

ベトナムでは、ガソリンの小売価格は政府が管理しており、ガソリンスタンドは統制価格で販

売する必要があります。ところが、輸送コストの上昇分が統制価格に十分に反映されておらず、

輸送業者の採算が悪化しているため、一部の輸送業者は、利幅縮小を懸念して積極的な受注を手

控える動きを見せています。その結果、ガソリンスタンドへの配送遅延が起きており、これがガ

ソリン不足の主な原因とみられています。

また、ベトナムでは現在、北部のニソン製油所と中部の

ズンクアット製油所の2カ所の製油所が稼働していますが、

石油製品や石油化学製品で国内需要全体の約45%を占める

南部に製油所がないことも、配送遅延に繋がっていると言

われています。

市民生活への影響

ガソリンを求める長蛇の列

ベトナムの事情

ガソリンスタンドには、ガソリンを求める市民が長蛇

の列を作っており、1回の給油に数時間かかることも珍し

くありません。また、1回あたりの給油量にも制限があり、

満タンまで給油するには複数カ所のガソリンスタンドを

回る必要があります。こうした状況を受け、ペットボト

ルに入れたガソリンを違法に販売する「路上ガソリン販

売店」も見られるようになりました。

勤務先の同僚からは、「満足に給油できず、お金はか

かるが一時的に配車アプリを利用した通勤に変えた」と

の声も聞かれました。ベトナムにおける一般的な通勤・

通学手段はバイクであり、ガソリン不足は生活に直結し

ます。ガソリン不足が社会問題化しており、ベトナム政

府としてもガソリンの小売価格決定の枠組みを見直すな

どの対応を迫られています。
（ベトナム・ホーチミン駐在 井関 智大）

路上ガソリン販売店


